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１．事業の位置付け

産業振興部　商業観光課

○ ハード ● ソフト

【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

事業評価シート　（平成24年度分） 1

事務事業名 商店等魅力アップ推進事業

事業担当

事業種類

総合計画の
位置付け

'04 基本目標４　　活力とにぎわいに満ちたまち

'01 ①〈持続可能〉　産業の発展を持続させる

'02 2 産業の経営基盤を強化する

根拠法令等

対象・受益者 商業者 事業期間

委託、協働 平塚商工会議所、商店街連合会

目的・目標 事業の概要
商業に関する情報の提供や経営などに関する指導及び助成
が充実し、商業者の経営強化が図られています。また、店
舗のＰＲをホームページ等を活用し、より広く周知するこ
とにより、利用者の増加が図られています。

商業の活性化を図るため、魅力ある個店づくりを推進する
セミナー等を開催します。

活動指標①

指標名 商業経営セミナー等開催回数 単位 回

説明・算定式 商業経営セミナー:5回、平塚逸品研究会:10回　他

15 20 20

活動指標②

指標名 単位

説明・算定式

平成22年度 平成23年度 平成24年度

成果指標①

指標名 商業経営セミナー等参加者数 単位 人

説明・算定式 商業経営セミナー:延べ125人、平塚逸品研究会：延べ200人　他

275 400 400

成果指標②

指標名 湘南ひらつかショップインフォメーション掲載店舗数 単位 店舗

説明・算定式 湘南ひらつかショップインフォメーション店舖案内掲載店舗数（平成24年度まで）

平成22年度 平成23年度 平成24年度

進捗状況

①：予定どおり

遅れている理由

平成24年度の主な取組と成果
平塚商工会議所や平塚市商店街連合会とともに、商業経営セミナー、あきんど実践大学を開催しました。また、優良小売店
や飲食店等を表彰する店舗コンクールの共催では11店の参加がありました。さらに、自店のお勧め品を打ち出す平塚逸品研
究会を14回開催するとともにお披露目会を行いました。

平成24年度
Ａ：成果があがった

の検証結果

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

20

実績 13 24 28

目標

平成25年度

目標

実績

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

350

実績 246 524 613

目標

平成25年度

目標 320 300 300

実績 281 282 273
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□ 市民ニーズ

■ 事業目的の達成状況 高

■ 市の関与の必要性 低

□ その他

□ 上位施策への貢献

■ 市民満足度を高める方策 高

■ 継続による成果向上の可能性 低

□ その他

■ 事業の目的、対象、内容

■ 受益者負担、補助額 高

□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中

□ その他 低

□ 業務プロセス改善による効率化の方策

□ コスト削減の可能性 高

■ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中

□ その他 低

３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．今後の事業展開（担当課としての提案）

分析の視点 左記の視点に関する分析・課題の抽出 総合評価

必要性

有効性

個店の魅力化の推進や、ホームページ等による情報発信
により、市民への満足度が高まることから、今後も事業を
継続することは有効です。 ●

○

2

事

業

分

析

項目

個店の魅力化等をさらに促進させるため、平塚商工会議
所、平塚市商店街連合会と協議し、事業内容を検討する
必要があります。 ○

●

○

商業に取り組む意欲を向上させるとともに、情報化を推進
することが必要です。

●

○

財
源
内
訳

今後に向けた課題の分析
商業経営セミナー、あきんど実践大学及び平塚逸品研究会の内容を充実させ、個店の経営強化と個性化、魅力化の促進を
図る必要があります。また、市内商業者の店舗等の積極的なＰＲ方法の検討も必要です。

決算額

妥当性

商業に取り組む意欲を向上させることや、魅力ある個店づ
くりを推進する事業として妥当です。

○

●

○

効率性

フルコスト　(A+B) 6,886

内
訳 再任用　(人)

執行率　(%) 93.40

0.00

課長コメント
商業の活性化のためには、個々の店舗が魅力や特長を持つことが重要と考えており、個店の魅力を向上させる事業を中心
に実施します。

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

決算額 決算額 予算額

事業内容

経営セミナー、店舗コン
クールの開催、店舗情
報の提供

経営セミナー、店舗の
表彰・情報提供、逸品
研究会等

経営セミナー、店舗の
表彰・情報提供、あきん
ど実践大学、逸品研究
会

経営セミナー、店舗の
表彰・情報提供、逸品
研究会、アドバイザー派
遣

国庫支出金 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0

0 0

その他　特財 0 0 0 0

起債 0 0

1,129 953 1,062

事業費　(A) 1,104 1,129 953 1,062

一般財源 1,104

98.78 95.49

職員　(人) 0.70 1.05 1.15 1.10

0.00 0.00 0.00

人件費　(B) 5,782 8,510 9,218 8,743

9,639 10,171 9,805

平成26年度の取組方針
消費者ニーズに対応し、個店の経営合理化を促進するセミナー等を開催し、店舗コンクールを実施します。また、個店の魅力
を向上させる事業をさらに推進していきます。


